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X 線トポグラフィやロッキングカーブ測定は結晶の内部構造の観察や

完全性の評価法として最も有効な手法の一つである。これまで、我々は

これらの手法を用いてタンパク質結晶の転位像の観察や完全性の評価な

どを行ってきた[1,2]。最近、フィルムや原子核乾板の代わりに高分解能 X

線 CCDカメラを用いることによって、デジタルトポグラフィの撮影に成

功した。CCDカメラを用いると、結晶を微小回転させながら連続的に撮

影することが可能になるため、X 線トポグラフィとロッキングカーブを

同時に測定することができる。 

 しかしながら、1回の測定で得られるデータが膨大になってしまうため、

効率よくデータを扱う必要がある。そこで、CCDカメラの画像データを

処理するプログラムを作成し、ロッキングカーブイメージングと呼ばれ

る手法[3]を用いて以下のようなデータの解析を行った。撮影された一連

の画像の特定の領域から X 線強度を抜き出すと、その領域のローカルな

ロッキングカーブが得られる。各領域のローカルロッキングカーブをピ

ーク解析し、対応する領域にマッピングすることで解析値を可視化した。

今回は、ローカルロッキングカーブのピーク最大強度と角度位置、半値

幅について解析を行った。 

今回は卵白リゾチーム結晶のデジタルトポグラフィを撮影し、ロッキ

ングカーブイメージング法を用いて解析を行った。微小重力下で育成さ

せた領域を含む斜方晶リゾチームや、地上で育成した正方晶リゾチーム

ついての解析を行った。発表では微小重力下で成長した領域と地上で育

成した領域とを比較し議論する予定である。 
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